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　本年度は石川県鳳至郡門前町にある曹洞宗総持寺祖院
古文書の調査並びに目録作成を行った。明治大学大学院
文学研究科博士課程の院生の協力を得て、約7000点の文
書の目録を作成した。比較的まとまっている古文書につ
いて概観すると以下の通りである。
1　能州公用留
　寛永6年（1629）以降明治期までのものがほとんど揃
っている。内容は、幕府・朝廷・金沢藩・関三刹からの
布達や、総持寺が末寺に出した掟などの公用史料の書き
とめ。
2　遠忌・勧化
　寛正4年（1463）峨山百回遠忌以降の史料。螢山・峨
山をはじめとして、五院開山を含め、7名の禅師につい
て50年毎にそれぞれ末寺から勧化金を集めている様子が
わかる史料。勧化帳の上限は萬治3年（1660）。勧化料
の総額は榮山約4000両、峨山約2000両、五院開山それぞ
れ約1000両。
3　幕府・関三刹との対応
　幕府や関三刹の布達が数多く残されている。
史料の上限は、慶長19年（1612）総持寺法度。
4　瑞世・転衣
　末寺僧侶の瑞世・転衣に関する史料。特に寛永年間以
降のものが大量にのこっている。例えば、水戸藩領には
寛文3年（1663）曹洞宗寺院が136ヵ寺あるが、その内
53ヵ寺の住職が東堂（瑞世僧）で、全体の39％にあたる。
この事から、全国の瑞世僧を推定すれば約6700名前後存
在した事になる。瑞世僧の本山への志納金は一人5両、
1年平均約1000両が総持寺の収入となる。
5　寺院本末帳
　これまで曹洞宗寺院本末帳で、全国を網羅出来るのは
延享2～4年のものが唯一とされていたが、今回新たに
宝永2～6年・宝暦10～13年の2回と、天明8年・寛政
4年にはそれぞれの末寺の歴代世牌が残っている。これ
も本末書上げと考えてよい。この事から、曹洞宗で全国
の末寺を書上げたのは、合計5回あった事がわかる。
6　本末争論
　本末争論が起こるのは寺院本末帳の作製期や法系をめ
ぐって、しばしば起こっている。
7　免膜
　江戸時代の初めから、関三刹が発行しており、末寺の
寺格を定めたものである。明治元年、永平寺が曹洞宗本
山として全国に免績を出し、本山権を主張したが、これ
に対抗して明治3年総持寺も全国の有力寺院に免憤を発
行している。
8　住山記
　総持寺歴代住職の書上げ。総持寺では瑞世僧も歴代に
入れているので、幕末には50000名を越えている。住山
記の原本の多くは鶴見総持寺にある。今回は祖院で没後
に瑞世の資格を与えている住山記が発見された。
9　三衣一条一件
　永平寺末寺が環袈裟・環絡子を使用することを、総持
寺が禁止した事により両本山が対立抗争し、幕府寺社奉
行の裁許を得た。嘉永4年（1851）～文久2年（1862）
まで12年間抗争が続いた。
10　総持寺焼失・再建勧化
　総持寺の大火は文化3年（1806）・明治31年（1898）
の2回あるが、史料が大量に残っているのは文化3年の
分である。この時は文化3年～文政7（1824）の長期に
わたり再建勧化金を全国の末寺から約45000両集めてい
る。建築の直接経費はほぼ半額で済み、残りの半額近く
は10％の利息で運用している。またこの時再建勧化金徴
収について、幕府の許可を得たので、総持寺は毎年金
100両（総額1900両）幕府へ献金した。
　以上の中からここでは、10、総持寺焼失・再建勧化の
史料について報告してみよう。
　総持寺の大火は文化3（1806）年と明治31（1898）年
の2回あるが、ここでは文化3年の大火をとりあげてみ
たい。
　総持寺は文化3年1月21日、本堂をはじめとする殿
堂・伽藍の大半を焼失した。同年3月には総持寺の役僧
が江戸へ行き、曹洞宗触頭の関三刹（大中寺・龍穏寺・
総寧寺）と再建勧化について相談している。その後関三
刹から寺社奉行へ再建勧化の許可願いがだされている。
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勧化金を集める範囲は全国の曹洞宗末寺約17500力寺と
檀家であった。結果的にこの勧化は文政7年までの19年
間にわたって続けられる事になった。
　ところで、突然多額の勧化金を割りつけられた末寺や
檀家もかなりのとまどいをみせている。全国的に打ち続
く飢きんや災害のため、実際に勧化金が集まり始めたの
は4年後の文化7年ごろの事であった。それとてもごく
一部の地域にかぎられていた。
　そこで総持寺は文化9（1812）年「能州本山再建勧化
金取締規定書」を作成し、勧化金徴収の徹底をはかる事
にした。その内容を箇条書きにすると以下の通りである。
　1、当面は全国の末寺・檀家から金4万5千両を集め
る事を目標とする事
　2、勧化金は全国の録寺（有力寺院）がその支配下の
寺から5力年の年賦（地域によっては10力年賦）で集め
る事
　3、全国の録寺は集まった勧化金を関三刹に送金し、
関三刹から練持寺に送金する事
　4、勧化を許可してくれた幕府へは毎年勧化金の内か
ら100両上納する事
　5、勧化金の一部は関三刹と信濃長国寺が年利10％で
運用し、利息は総持寺へ納入する事
　6、関三刹と長国寺の積金方法と金額は策1表のとお
りである。
　　　　第1表　総持寺本山修復金の運用方法
資金を預ける寺 金額両） 備考
大中寺 1000勧化金の内文化9～12年毎年250両ずつ積立
龍穏寺 1000 〃
総寧寺 1000 〃
大中寺 500勧化金の内文化13～14年毎年25G両ずつ積立
龍穏寺 500 ク
総寧寺 500 〃
信濃長国寺 1700勧化金の内より積立
信濃長国寺 870出役契約の貸しつけ金
合計 7070
注　利息の内から10両は各寺の筆紙墨代（事務費）と
　　して差し引き、残りは本山へ送金すること
　　毎年10％の利息で運用する事
この表の下限が文化14（1817）年であるので、この年で
計算すると関三刹はいずれも元金が1500両に達してい
る。この事からこれ以降は「筆紙墨代」を差し引くと、
関三刹と長国寺が毎年縮持寺へ渡す利息は金667両とな
った。
　総持寺の伽藍再建工事は文化7（1810）年～文政6
（1823）年の14年間に徐々にすすめられていった。この
間総持寺に集められた金額は第2表のとおりである。
　　　　第2表　総持寺本山修復勧化金の内訳
　　　収入の部
費目 金額（両）
本山へ直納 goo9
総寧寺担当勧化金 7488
龍穏寺　〃 10973
大中寺　〃 9207
本山再建方寄付 710
江府加入積金講 1347
加賀国寺院勧化金 313
越中国　〃 971
能登国　〃 734
総寧寺貸付金利息 889
龍穏寺　〃 1345
大中寺　〃 1081
本山貸付金利息 428
江府出役貸付金利息 236
合計 44731
　　　　　　　　　　　　注　文政3（1820）年現在
　　第2表～第4表は、文政3（1820）年「総持寺再建
　　方金銀入払総決算目録」から作成した。
　第2表の収入を見ると合計44731両を集めている事が
わかる。これは当初計画した総額金4万5千両にほぼ近
い金額であることがわかる。表の上段部分が勧化金・積
立講・寄付等と記されているが、この分で約91％を占め
ていおり、下段の利息は約9％である。
　ところで、金を集める窓口をみると、本山直納は約
20％にすぎず、関三刹が集めた勧化金と利息を合わせる
と約69％をしめている。やはり本末制度の頂点に立つ関
三刹（触頭）の政治的支配力が強大であった事をしめし
ている。
　次に第3表支出を見てみよう。上段の部分が問接経費、
下段の部分が直接経費である。
　　　　第3表　総持寺本山修復勧化金の内訳
支出の部
費目 金額（両）
勧化僧17か寺旅行用品買い入れ 128
〃　巡回路用雑費 931
〃　伴僧費用 288
音物・謝金 194
謝労金 1007
諸国録寺へ送り金 418
勧修寺殿へ渡し金 426
江戸滞在費用 1344
江戸借財利息払 999
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江戸出役入用金 1584
費目 金額（両）
京都・金沢役局払い 605
出入りに付き返金分 43
江戸加入損金 1472
仏殿・客殿再建費用 17290
大庫裏　　ク 2518
勅門　　　〃 847
普請方入用不足金 1583
ク　雑費 312
法器諸道具買い入れ 409
合計 32398
　さて、第4表についてみてみよう。総額18080両であ
るが、総持寺はその後もこれを貸しつけ金として運用し
ている。利息は約1800両ずつ毎年上納されている。そし
てこれは経常費に入れられている。総持寺は毎年約200
名の転衣僧があり、これからの収入が約1000両であるの
で、毎年の経常費収入は2800両～3000両程度である。実
は火災の前年の文化2（1819）年の経常支出がわかって
おり、これは2573、5両である。この事からすれば総持
寺は伽藍復興してなお寺の経営は安定し、さらに基本財
産として18086両を得たことになる。
　　　　　　　　　　　　注　文政3（1820）年現在
　間接経費とは、勧化金を集めるためにかかった諸経費
と言い換えても良い。直接経費は、建築並びにそれに伴
う諸経費である。
　間接経費が全体の約29％、直接経費が約71％である。
多額の勧化金を長期にわたって集めたため聞接経費がふ
くらんだものとおもわれる。
　さて、それでは収入から支出を差し引いた金額の使い
道についてみてみよう。次の第4表がそれである。
第4表残金の使途
費目 金額（両） 積金（両） 計（両）
総寧寺預け金 1300 15002800
龍穏寺　〃 1820 1500 3320
大中寺　ク 1530 1500 3030
可睡斎焼失に付き
ﾝしつけ金 1000 1000
山法眼への
ﾝしつけ金 300 300
江戸宿所預け金 1073 1073
本山預り金 418 418
取替金 3575 3575
信濃長国寺預け金 2570 2570
合計 11016 707018086
注文政3（1820）年現在
　　第4表には「金額」と「積金」という項がある。
「金額」の項は今回新たに収入から支出を差し引いた金
11016両の使途を分配した金額である。「積金」は文化9
年の段階で関三刹と長国寺が運用するように取り決めた
額である。
　まず最初に断っておきたいのは、第2表・第3表の差
額は金i2333両であるが、ここでは11016両とされており、
金1317両ほどの誤差がある。この金額がどうなったか、
この史料ではわからないので後日を期したい。
